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 要 旨   
背景： 
 臨床研究や動物実験で示されているように、慢性アルコール依存症は血漿や脳のホモシ

ステイン（Hcy）レベルを上昇する。Hcy レベルの上昇は DNA 損傷、脳萎縮、興奮毒性な

どを媒介すると考えられている。この研究は、ラットの発達中の海馬と小脳で、エタノー

ルによって生じる高ホモシステイン血症、DNA の損傷、萎縮に対するビタミン E の防御、

回復効果について検討した。 
方法： 
 妊娠 Wistar ラットにエタノール（4.5 g/kg）のみ、またはエタノール＋ビタミン E（300 
mg）を妊娠７日目から授乳期（出生後 21 日）まで与えた。授乳期の最後（妊娠 14 日＋出

生後 21 日）に、雄性出生仔の全脳、海馬、小脳の重量、DNA 損傷（コメットアッセイ）、

血漿、海馬、小脳の Hcy レベル（HPLC 法）を測定した。 
結果： 
 胎生期にアルコール曝露した出生仔の脳、海馬、小脳の重量は有意に低値で、同時に、

DNA の損傷と Hcy レベルの増加が認められた。一方、ビタミン E をエタノールと共に投

与したラットからの仔では、上昇していた Hcy レベルの対照値への回復と脳萎縮および

DNA 損傷の有意な修復が認められた。 
結論： 
 この研究の結果は、妊娠期と授乳期での雌親のエタノール摂取は、その親から出生した

ラットの発達中の海馬や小脳で Hcy 仲介性の酸化ストレスを生じること、また、エタノー

ルのこのような効果は抗酸化剤としてビタミン E を投与することで緩和されることを示し

ている。エタノールによる高ホモシステイン血症で引き起こされる酸化ストレスが胎児性

アルコール症候群の病理として重大である。 
 

 




